
パパ家事・育休応援事業 【福井県福井市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １２７ 千円

交付金額 ６３ 千円

事業番号 ③

女性の就業率や夫婦共働き率が高いが、男性の家事、育児
への参画時間が短く、働く女性が仕事と家庭の両立におい
て多くの負担を強いられている。今後、更に女性の活躍を
進めていくためには、男性が今以上に家事や育児等に携わ
り、働く女性の家庭での負担を軽減させていくことが必要
である。

男性の家事・育児等への参画を促進するため、「家事・育児シェ
ア見える化シート」の活用講座を開催し、各家庭における家事・
育児分担への理解促進を図った。
また、男性の育児休業取得を促進するため、育休取得のメリッ
トや育児休業給付金制度について学ぶとともに、ミルク作りや
赤ちゃんの着せ替え体験等を通じて、男性の育児参画への意欲
向上を図った。

・男性の家事・育児・介護への参画時間 92分／日

・今後担当する家事を増やすと答えた男性の割合：６９．０％

（効果検証の概要）
・「家事・育児シェア見える化シート」活用講座の参加者を
対象としたアンケート：３３０組

・男性育休ワークショップ参加者を対象としたアンケート：５５人

・男性の家事・育児・介護への参画時間
目標値：60分／日（令和8年度）
・今後担当する家事を増やすと答えた男性の割合
目標値：８０％
・職場に育休取得について相談しようと思うと答えた男性の
割合 目標値：８０％

福井市女性活躍推進協議会

「家事・育児シェア見える化シート」や男性育休ワークショッ
プの普及方法等を検討することで、連携した実施を図った。

「家事・育児シェア見える化シート」活用講座の参加者アン
ケートにおいて、「今後、担当する家事を増やす」と答えた
男性の割合が68.4%と一定の効果はあったと言えるが、
目標値には達していないため、次年度に向けて各機関と連
携しながら、引き続き適切な事業を展開していく。



事業の概要

男性編

≪夫婦で納得「家事・育児シェア見える化シート」活用講座≫
男女共同参画センターが開催する親子で参加する講座や市内小学校において、「家事・育児シェア見える化シート」の活

用講座を開催し、男性の家事・育児への参画促進を図った。

事業概要

夫婦で納得「家事・育児シェア見える化シート」活用講座

実施回数
年間１４回（７/９（水）、７/１２（土）、７/２５（金）、７/２８（月）、８/３（日）、８/
２２（金）、８/３０（土）、９/２８（日）、１０/３１（金）、１１/１（土）、１１/９（日）、
１２/６（土）、１２/１７（水）、２/８（日））

会 場 アオッサ６階工作実習室、市内小学校 等

対 象 就学前児童や小学生の子どもとその父親

参加者数 ４８４人（大人１１１人、こども３７３人）

内 容

朗読劇「六花（りっか）」による夫婦の会話劇により、「家事・育児シェア見える化シート」の
活用方法をレクチャーし、実際に家庭での活用を促した。



事業の概要

男性編

≪男性育休ワークショップ≫
こどもが生まれる男性を対象に、出産前後の女性の負担や育児休業給付金について学んだり、赤ちゃんのお世話を疑似体

験する男性育休ワークショップを開催し、男性の育児参画への意欲向上を図った。

事業概要

男性育休ワークショップ

実施回数 年間３回（７/２７（日）、１１/２８（金）、２/８（日））

会 場 福井市こども家庭センター

対 象 妊娠中の妻・パートナーがいる男性

参加者数 ５５人

内 容

男性育休の制度やメリット、職場の雰囲気や育休打診のコツを意見交換したり、ミルク作りや
赤ちゃんの着せ替え体験等を通じて、男性の育児参画を促進した。
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